
「レジャー・レクリ工ーション研究」原稿作成要領(案)

(平成年月日制定)

1.原稿の作成

(1) 原稿は、原則としてワードフ。ロセッサーなどを使用し、下記にしたがって作成すること。

1)用紙はA4半1]を縦長に使用し、横書きで作成すること。

2)書式は、和文の場合には 1頁に800字詰め (25字x32行)、欧文の場合にはダブルスベー

ス (30行)とする。また、それぞれ左40mm、右80mm、上下30mm程度の余白を残すこと。

3)欧文、数字、小数点、および斜線c!)は半角文字を使用すること。

4)句読点は、マル (0)およびテン(、)を使用すること。

(2) 原稿の採用決定後に、フロッピーディスク等に保存された文章ファイルの提供を要請する。

(3) 手書で原稿を作成する場合には、 400字詰原稿用紙 (20字x20行)を用いること。

2.原稿の体裁

(1)投稿原稿は、①標題、②抄録、③本文(註・文献を含む)、④図、⑤表の順番で体裁を整

える。

1)標題ページには、①原稿の種類、および②タイトル(和文・英文の両方)を記入する。

このページに著者名や所属などは一切記入しない。

2 )抄録ページには、総説・原著論文・研究資料・実践研究では、英文投稿・和文投稿にか

かわらず、英文抄録 (250語程度)と和文抄録 (500字以内)添える。これらは、刷り上

がり時に本文と一緒に印刷される。評論およびその他の原稿については抄録は必要ない。

3)本文ページには、本文・文献・註などを記入する。なお、本文の作成にあたっては以下

の点に留意すること。

①本文の中央下にページ番号を記入する

②本文の左側に、可能な限り、 5行おきに行番号を記入する。

③母国語で、はない言語による投稿では、投稿前にネイティヴによる文章校聞を受ける。

④和文原稿では必要以上の専門外来語の使用を控える。用いる場合は、片仮名書きとす

る。

⑤見出し記号を用いる際は、大見出しから順に、1.、 2.…、(1)、 (2)…、1)、 2)…、

①、②…とする。

⑥学術用語は、学術会議制定の用語に準じ、度量衡単位は81単位 (m、cm、mm、kg、g、

mgなど)とする。

⑦本文中の文献表記は、引用笛所の後に、 3)、2)4)自)、ト7)のように、該当する文献番

号を上付きにする。註をつける場合も同様にする。

⑧本文中に図表の挿入箇所を朱筆により明示する。

⑨謝辞、および付記(研究費交付等)は本文の末尾におく。

⑩註は、本文の末尾と文献の聞に、註1)、註2) ・・・というように番号順に一括し

て記載する。
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⑪文献は、筆頭著者の姓のアルファベット順に並べるか、ないしは引用順に、1)、 2)、

3)…と通し番号を付ける。

⑫文献の記載方法は以下を参考にする。

〈学術誌・雑誌の場合〉

著者名、論文名、雑誌名巻号:ページ数(始頁終頁)、西暦年号の順

[例1]西野仁・知念嘉史、 ESM(経験標本抽出法)を用いた日常生活におけるレジャー

行動研究の試み、レジャー・レクリヱーション研究38:1 -15、1998

[例 2JEeva Karjalainen and Liisa Tyrvainen， Visualization in forest land-

scape preference research: a Finnish perspective， Landscape and Urban 

Planning 59(1): 13-28，2002 

〈単著などの場合〉

著者名、書名、発行社、発行地:ページ数(始頁終頁)、西暦年号 の順

[例3Jヨゼフ・ビーバー(稲垣良典訳)、余暇と祝祭、講談社、東京:120pp、19部

[例4JSimon Bell， Element of visual design in the landscape， E & FN Spon， 
London， 11-30，1993 

〈共著書などの場合〉

著書名、論文名、(編集者名、「書名」、発行社、発行地)、ページ数(始頁 終頁)、西

暦年号制|憤

[例5J下村彰男:リゾート景観の保全と創造、(日本造園学会編、ランドスケープの計

画、技報堂出版、東京)、 217-227、1998

[例6] Richard Broadhurst and Paddy Harrop， Forest tourism: Putting policy 

into practice in the Forestry Commission， CIn Xavier Font and John Tribe 

Eds.， Forest tourism and recreation， CABI publishing， New York) ，183-199，1999 

4)図・表の作成にあたっては以下の点に留意すること。

①図・表は、それぞれ1点につき 1枚の用紙を使用する。

②表は、表1、Table2のように通し番号を付け、題名を表の上部に記載する。

③図は、図3、Fig.4のように通し番号を付け、題名を図の下部に記載する。

④図表の作成にあたっては、刷り上がり時の巾 (2段にまたがる場合は横幅最大14cm、

1段の場合は6.5cm)、および縮尺を考慮し、明瞭に作成する。

⑤写真を掲載する者は、原稿の採用決定後にEL版以上の紙焼き写真を提出する。

⑥採用決定後、オリジナルの図表を提出する際には、裏面に、図表の番号、上下の印、

および筆頭著者名を鉛筆で薄く書き込んでおく。

⑦特殊なオリジナル図表は、トレーシングペーパーをかけるなどして、できるだけ汚損

対策を施す。
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レジャー・レクリエーション研究 投稿票

べi. グ o" ~-

道結党正答

T 

ぎ 結 活

z合著lfg

，:h'cI;{j冴厚

(je:"x麦teDJ

S手痛tJJN1if
総説、原著、研究資料、実践研究、評論、

その他(具体的に:

初稿 2 稿 3 

標題 枚 枚

皮膚の次訴
抄録 枚 枚

本文 枚 枚

図 枚 枚

表 枚 枚

原稿の動き 初稿 2 稿 3 

著者→編集委員会

編集委員会→審査者

審査者→編集委員会

判 定

編集委員会→著者
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受付年月日

受付番号

TEL. 

FAX 

E同mail

稿 ~)芳重苦 c

枚 フ0:;;ど-i3ff.f

枚

枚
カラ-fssIj

枚

枚
glj.府務室妥?

稿 初校印刷

著者送付

著者校正

2校印刷

2校校正

3校印刷

(投稿票 1/2) 

有・無

有・無

部



(投稿票 2/2) 

荷 .JtE /!ft

f尉 tノゲゲ宅TJ

確認したら口にチェックしてください。

標題ページ 口原稿の種類は記入しであるか

口タイトル(和・英)は記入しであるか

口著者名・所属は未記入であるか

本文ページ 日本文の体裁は原稿作成要領に即しているか

口註の体裁は原稿作成要領に即しているか

度第e結痔の 口文献の体裁は原稿作成要領に即しているか

T.I:Y ク 口ページ番号(本文中央下)

グズ /ι 口行番号を記入したか(本文左)

口母国語でない場合、文章校聞を受けたか

口見出し記号は原稿作成要領に即しているか

口図表挿入箇所の表示

図 表口図表1点につき l枚の用紙が使用されているか

口図のタイトルは適切か

口表のタイトルは適切か

イタグ :Yク表Eの渇fJjfは投稿者が記入すること。
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への投稿について

「レジャー・レクリエーション研究jへの積極的な投稿を促進するために、編集の年間スケジュー

ルをお知らせいたします。

研究論文の審査、修正作業には最短でも 2ヶ月程度の時間を要する点を考慮して、投稿してく

ださい。

投稿は、常時受け付けております。会員の皆様の積極的な投稿をお願いいたします。

「レジャー・レクリ工ーション研究j

.投稿論文送付先

干352-8558 埼玉県新座市北野1-2 -26 

立教大学武蔵野新座キャンパス

コミュニティ福祉学部松尾研究室内

日本レジャー・レクリエーション学会編集委員会

-学会誌編集スケジュール-論文審査の流れ

く編集委員会〉く学会誌発刊〉

(中旬)第1回

(中旬)第2回(下旬)印刷開始

(下旬)第3回(上旬)前記号発刊

(下旬)第4回

(上旬)第5回(中旬)印刷開始

(下旬)後記号発刊

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

学会事務局(常時)|論文投稿受付|

編集委員会(委員会開催時)

2
ヶ
月
程
度

|論文審査開始|

審査者2名軍支吾~

正[墜 投稿者

審

修
同同一

回数は必要に応じて

編集委員会(委員会開催時)|論文受理|

開
叩回

(上旬)第6回
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